
本
市
に
は
、
十
和
田
湖
・
奥
入
瀬
渓
流
と
い
っ
た
景
勝
地
、
中
心
商
店
街
に
隣

接
す
る
現
代
美
術
館
、
豊
か
な
農
業
資
源
な
ど
数
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
組
み
合
わ
せ
、
観
光
を
軸
と
し
て
幅
広
く
周
辺
産

業
の
好
循
環
を
促
し
、
「
稼
い
で
潤
う
」
地
域
づ
く
り
を
仕
掛
け
て
い
く
組
織

と
し
て
『
Ｄ
Ｍ
Ｏ
』
の
設
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
「
な
ぜ
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
必
要
な
の
か
」
、
「
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ

る
の
か
」
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
っ
て
何
？

成
功
の
カ
ギ
は
外
国
人
観
光
客

　

こ
こ
数
年
、
日
本
各
地
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
が
増
え
て
い
る
様
子
や
外
国
人
の
訪

日
旅
行
を
表
す
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
い
う

言
葉
を
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
目
に
し
た
り
、
耳

に
し
た
り
す
る
機
会
が
増
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

観
光
な
ど
で
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
は
、

平
成
25
年
ご
ろ
か
ら
急
激
に
増
え
続
け
、

平
成
29
年
に
は
年
間
２
８
０
０
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
で
は
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
２
０
６
０
年
（
平
成
72
年
）

に
は
総
人
口
の
約
40
％
が
65
歳
以
上
と
な

り
、
生
産
年
齢
人
口
（
15
〜
64
歳
）
は
現

在
の
半
分
近
く
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予

問
観
光
推
進
課
☎
51
６
７
７
２

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、

「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン　

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
／
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト　

オ
ー

ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

の
略
で
、
「
観
光

地
域
づ
く
り
推
進

組
織
」
や
「
観
光

地
経
営
組
織
」
な

ど
と
訳
さ
れ
て
い

ま
す
。
従
来
の
観

光
協
会
に
似
た
機

能
を
担
う
組
織
で

す
が
、
よ
り
経
営

的
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
行

う
専
門
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

国
で
は
、
「
観
光
」
を
地
方
創
生
戦
略

の
中
で
も
重
要
な
成
長
産
業
と
位
置
付
け
、

そ
の
舵
取
り
役
と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
市
、
観
光
事
業
者

ｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ
デスティネーション 観光地（目的地）の

ｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ
オーガニゼーション 組織

Ｄ

Ｏ
Ｍ ａｎａｇｅｍｅｎｔ

マネジメント

ａｒｋｅｔｉｎｇ
マーケティング

経営・管理  する

市場調査や戦略策定をし、

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
と
日
本
の
経
済
活
動
は
縮
小
す
る
傾
向

に
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が

い
え
ま
す
。

　

予
想
さ
れ
る
経
済
活
動
の
縮
小
を
補
い
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
原
動
力
の
一
つ
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
大
き
な
旅

行
消
費
を
伴
う
外
国
人
観
光
客
で
す
。

外
国
人
観
光
客
に
よ
る
経
済
効
果

の
試
算

　

平
成
28
年
家
計
調
査
（
総
務
省
）
に
よ

る
と
定
住
人
口
１
人
当
た
り
の
年
間
消
費

額
は
１
２
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
訪

日
外
国
人
旅
行
者
１
人
一
回
当
た
り
の
消

費
額
は
、
15
万
５
８
９
６
円
（
訪
日
外
国

人
消
費
動
向
調
査
）
と
算
出
さ
れ
て
お
り
、

定
住
人
口
１
人
減
少
分
の
消
費
額
は
、
外

国
人
旅
行
客
８
人
分
の
消
費
額
で
カ
バ
ー

で
き
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
か
ら
も
選
ば
れ
る

観
光
地
に
な
る
た
め
に
は

　

次
回
は
、
観
光
で
潤
う
地
域
に
な
る
た

め
、
十
和
田
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
取
り
組
む
こ
と

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

世界から選ばれる観光地域づくりのために世界から選ばれる観光地域づくりのために

～十和田版ＤＭＯ設立に向けて～～
シリーズ①シシシシリリリリーーーーーズズズズズ①①①①① 地方創生のカギを握る外国人観光客地方創創生のカカギを握握る外外国人人観観光客客

本
市
の
外
国
人
観
光
客
の
状
況

　

平
成
26
年
に
本
市
に
宿
泊
し
た
外
国
人

宿
泊
者
数
（
延
べ
人
数
）
は
、
年
間
約

１
万
３
千
人
で
し
た
が
、
平
成
29
年
に
は

４
万
９
千
人
を
超
え
、
急
激
に
増
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
４
年
間
で
国
内
旅
行
者
も

５ 2018年（平成30年）12月号広報 2018年（平成30年）12月号　広報 ４

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
全
体
の
観

光
戦
略
を
担
う
新
し
い
組
織
を
立
ち
上
げ
、

平
成
31
年
４
月
か
ら
運
営
を
ス
タ
ー
ト
す

る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

十和田湖イメージキャラクター

南
なん

そボーヤ

　人口2,946人が
　減少すると、
  2,946人×124万円
　≒37億の消費額が
　減少するよ。
　約24,000人の外国人
　観光客を受け入れる
　　ことで補えるよ。

本市における宿泊者数の推移
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本市の将来推計人口

※十和田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンより
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（2060 年）

43,48943,489

平成 37 年※
（2025 年）

平成 30 年３月末

61,85761,857

58,91158,911

平成37年（2025年）には、2,946人減少↓平成37年（2025年）には、2,946人減少↓
（消費額約37億円減少）（消費額約37億円減少）
※外国人観光客約24,000人で補える※外国人観光客約24,000人で補える

平成72年（2060年）には、18,368人減少↓平成72年（2060年）には、18,368人減少↓
（消費額約228億円減少）（消費額約228億円減少）
※外国人観光客約146,000人で補える※外国人観光客約146,000人で補える

流
型
観
光
」
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
に
あ
る
「
日
常
」
が
大
い

に
観
光
資
源
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。

　

十
和
田
市
が
選
ば
れ
る
「
観
光
地
」
と

な
る
た
め
に
は
、
本
市
の
魅
力
を
も
う
一

度
見
直
し
て
、
外
国
人
目
線
で
魅
力
的
な

観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
る
仕
組
み
、
地
域
が
稼
ぐ
仕
組
み
づ

く
り
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
選
ば
れ
る
「
観
光
地
域
づ

く
り
」
を
仕
掛
け
て
い
く
組
織
と
し
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
戦
略
を
策
定

し
、
地
域
の
幅
広
い
事
業
者
や
地
域
住
民

な
ど
と
連
携
す
る
組
織
「
十
和
田
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」
が
必
要
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
観
光
地
と
し
て

他
の
地
域
と
の
競
争
が
激
化
し
、
さ
ら
に

外
国
人
旅
行
者
の
旅
行
形
態
が
多
様
化
す

る
中
、
今
後
も
外
国
人
観
光
客
に
来
訪
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
外
国
人
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
観
光
の
取
り
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

含
め
た
宿
泊
者
全
体
に
占
め
る
外
国
人
の

割
合
も
３
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
十
和
田
湖
や
奥
入
瀬
渓
流
で
は
、

見
掛
け
な
い
日
は
な
い
ほ
ど
、
多
く
の
外

国
人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
の
旅
行
形
態
の
多
様
化

に
伴
い
、
従
来
の
観
光
名
所
巡
り
だ
け
で

は
な
く
、
市
街
地
や
農
村
な
ど
を
回
遊
し

な
が
ら
地
域
住
民
と
交
流
す
る
「
滞
在
交

今
後
の
予
定

平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）

４
月

運
営
開
始

３
月

十
和
田
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
法
人

登
記
完
了
（
一
般
社
団
法
人
設
立
）

２
月

Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
に
な
る

た
め
、
観
光
庁
へ
登
録
申
請

１
月

十
和
田
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
の

た
め
の
準
備
団
体
を
組
織


